
　歯科治療は狭い口腔内で行うので術野の直視が
難しく器具の操作が困難なため，思わぬ偶発症を
引き起こすことがある。特に歯内治療では治療部
位である根管を直接見ることが難しいため，髄室
壁や根管壁の穿孔や根管切削器具（ファイルや
リーマーなど）の破折，根管消毒薬の根尖歯周組
織への溢出などが引き起こされやすく，術者が気
付かない間に生じることが多くみられる。今回は
さまざまな偶発症の中から特に根管切削器具破折
の予防と対処法について述べてみたい。
　根管切削器具の代表的なものには手用（ステン
レススチール製：SS）とロータリーファイル（ニッ
ケルチタン製：Ni-Ti）のものがある。どちらも
金属製なので治療に使用するたびに金属疲労が蓄
積して破折にいたる。この金属疲労は周期疲労と
ねじれ疲労に分けられる。手用SS根管切削器具
はねじれ疲労が多く，トルク感知型や反復回転運
動をするモーターを使用するNi-Tiロータリー
ファイルは周期疲労が多い傾向にある。
　これらの金属疲労を予防することは破折を防ぐ
ことにつながる。破折防止として手用SS根管切削
器具では操作法を守り特に強い力を加えないこと，
刃部が伸び変形した根管切削器具は使用しないこ
と，切削中は根管内を湿潤状態に保つこと，頻繁
に根管内を洗浄し削片を洗い流すことなどがあげ
られる1）。Ni-Tiロータリーファイルは手用SS根
管切削器具と異なり目視で確認できる変形がない
まま急に破折する傾向にある。破折予防には業者
推奨の使用法（回転数，トルク数，使用回数など）
を守り，回転切削中は根尖方向に強く押し込まず，
間欠的に根管から引き抜いて使用する。また，根
管形成を複数本のファイルを使い分けて行う場合
はその手順（回転数や使用順序）を順守することが
不可欠である。さらにNi-Tiロータリーファイルの
切削効率は初回使用で50％も低下するため2）２回
目からは切削力が低下した分ファイルを押し込ん
で切削する傾向にあり，破折リスクが高くなるた
めほとんどのNi-Tiロータリーファイルは患者ごと
にファイルを交換することが理想となっている。
　これらの予防策をとっていても根管切削器具破
折が起きてしまった場合のために破折した器具を
除去するテクニックを身につけることは重要であ
る。根尖側病変が取り除かれていれば破折器具を

放置しても予後に問題を生じることはほとんどな
いが，根尖病変が認められる感染根管の治療途中
で根管切削器具の破折が生じた場合は除去する必
要がある。破折器具除去は破折断面が根管口から
直視できるか否かで難易度が決定する。マイクロ
スコープの普及によりぼんやりとしか見えなかっ
た根管内がはっきりと見えるようになった。
　除去法として機械的除去法，化学的除去法，外
科的除去法があるが侵襲性が少なく，一般的な方
法はマイクロスコープ併用で超音波チップを使用
した機械的除去法である。今回は根管の彎曲度が
15°以下の比較的容易な症例における除去法を述
べたいと思う。
　まず破折断面までできるだけ直線化するよう根
管拡大形成を行い，破折器具周囲の根管壁を槍状
の超音波チップで削除して破折器具の周囲を頭出
しする。この時根管内をウェット環境にすると破
折器具が直視しにくくなるのでドライ環境で超音
波振動を与えるのがベストであるが，発熱し歯周
組織にダメージを与えるので時々は冷却水で冷却
するか発熱を押さえるために間欠的な振動にする
ことが必要である。続いて破折器具内彎側の両側
に超音波チップでさらにスペースを形成したのち
超音波振動を与えると破折器具は根管から飛び出
てくる。この時はウェット環境に切り替えること
により，超音波振動によるキャビテーション効果
と連続水流効果が得られ，さらに発熱も抑えるこ
とができる。
　根管内の破折器具除去は一連の流れをシミュ
レーションできれば除去は可能だと思われる。そ
して除去をするにあたって心に余裕を持って治療
を行わなければ更なる偶発症を引き起こしかねな
い。「シミュレーションできること」と「心のゆ
とりを持つ」ことを心がけて日々の治療に携わっ
ていきたいものである。
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